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平成２５年度 第３回新庄市子ども・子育て会議議事録 

 

 

１ 日時 

  平成２６年３月１７日（月）１５：００～１６：３０ 

２ 場所 

  市役所東庁舎会議室 

３ 当日の参加者等 

 （１）出席委員（１１名） 

    佐藤委員、本澤委員、多勢委員、柴田委員、大竹委員、井上委員、三原委員、 

川又委員、齊藤委員、小野（恵）委員、小野（広）委員 

 （２）欠席委員（４名） 

    渋江委員、阿部委員、涌井委員、五十嵐委員 

 （３）事務局（６名） 

   【学校教育課】高橋課長 【健康課】伊藤課長 

   【子育て推進課】板垣課長、荒澤室長、東海林室長、長倉主任 

４ 会議次第 

（１）会長あいさつ 

（２）協 議 

  ・子ども・子育てに関するニーズ調査票の集計結果について 

  ・子ども・子育て支援事業計画骨子案について 

  ・次年度スケジュールについて 

（３）その他 

   ・次回の開催日時について 
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議 事 録 

 

事務局（板垣課長） 

 本日は大変お忙しい中、ご出席いただきまして誠にありがとうございます。本日は、子ど

も・子育てに関するニーズ調査の集計をご依頼いたしました、株式会社東北情報センターの

土田社長様にご出席いただいております。後程、集計結果のご報告をしていただきたいと思

います。それから、本日、阿部委員、澁江委員、涌井委員、五十嵐委員より欠席報告をいた

だいておりますので、よろしくお願いいたします。それでは、これより第３回新庄市子ども・

子育て会議を開催いたします。初めに、佐藤会長よりあいさつを賜りたいと思います。会長

よろしくお願いいたします。 

 

佐藤会長 

 こんにちは。今日は朝から暖かくなり、春も大分近づいてきたなあと感じているところで

あります。また、昨日、日新中学校の卒業式がありまして、出席してまいりました。１２５

名の生徒さんが巣立っていった訳ですが、大変厳粛な中、一人ひとりに卒業証書が手渡され

大変感慨深いものがありました。 

さて、今日の会議でございますが、この度のニーズ調査票の集計結果の報告と、平成２７

年度から始まります新制度に向けて、来年度には事業計画を策定しなければならないという

ことで、計画骨子案について、それぞれ皆様方よりご意見をいただきながら検討したいと思

いますので、ご協力よろしくお願いしたいと思います。今日は本当にお忙しい中、出席いた

だきまして誠にありがとうございます。 

 

事務局（板垣課長） 

 佐藤会長ありがとうございました。 

 それでは、次第の２、協議に移ります。佐藤会長に議長をお願いいたしまして進行してい

ただきたいと思います。 

 

議長（佐藤会長） 

 はい。協議については、（１）（２）（３）までございますが、年度末のお忙しい時期でも

ございますので、できれば終了の時間を４時３０分を目途に考えておりますので、よろしく

お願いいたします。それでは、（１）の子ども・子育てに関するニーズ調査票の集計結果に

ついて、東北情報センターさんよりご説明願います。 

 

東北情報センター 

（集計結果について説明） 
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議長（佐藤会長） 

 はい。どうもありがとうございました。ただいま集計結果について、大変詳しく説明あっ

た訳ですが、皆様よりご質問を受けたいと思います。 

 ございませんでしょうか。今回の調査結果をこれから策定する計画に反映していくという

ことであります。皆様特にありませんか。特別ないようでしたら、（２）に移ってよろしい

ですか。（全員了承） 

 ここで東北情報センターさんにはご退席いただきたいと思います。ありがとうございまし

た。それでは、（２）の子ども・子育て支援事業計画骨子案について、事務局より説明をお

願いいたします。 

 

事務局（荒澤室長） 

（（２）について説明） 

 

議長（佐藤会長） 

 はい。ただいま事務局より説明がありました。今回の骨子案に基づいて、来年度、ニーズ

調査票の集計結果等も反映した形で、また、人口動向など考慮するなど、さらに骨子の肉付

けとなる詳細について検討していくということでありますが、それぞれの委員の皆様で来年

度検討すべき事項について、もっとこういう点も付け加えるべきではないかといったことが

ありましたらよろしくお願いいたします。 

 

○○委員 

 第２部各論の第２章、第３章あたりが一番大変な部分かなあと思うんですけど、それらを

検討する見込みはいつ頃になるのでしょうか。これが決まらないと動いていかないですよね。 

 

議長（佐藤会長） 

 はい。事務局よろしくお願いいたします。 

 

事務局（荒澤室長） 

はい。実際にはここが一番重要なところで、各論の第２章、第３章については、皆様方に

は重点的に検討していただきたい部分ということになります。ここは結構時間をかけながら

やっていきたいと考えております。また計画については、絵に描いた餅であってはならない

訳で、今回のニーズ調査での要望なども一つ一つ個別意見も検討しながら、策定したいと考

えております。また、次の議題の次年度スケジュールにも関わってくるんですが、来年度、

年５回の会議を開催する予定で考えておりますが、この回数で足らないかもしれません。そ

の辺については、皆様方にまた負担をおかけすることがあるかもしれませんが、この第２章、
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第３章については、じっくりと検討したいと考えております。 

 

○○委員 

 今後、認定子ども園への動きとか考えた場合、ある程度早いうちに検討しないと、移行す

るに当たって、判断できないといった問題も出てくると思うんです。平成２７年４月からの

スタートを考えれば、施設の動向も考えながら、ある程度早い段階での検討が必要と思いま

すが、いかがですか。 

 

事務局（荒澤室長） 

はい。今、○○委員がおっしゃったとおりでありまして、この部分を早めに示すにしても、

幼稚園や認可外施設の動きが、きちんと見えないと決めれない部分でもあります。国では現

在、基準検討部会の中で公定価格や認可基準について検討がなされているところでありまし

て、国のスケジュールでは、今年度中に政省令にて取りまとめたいということですが、来年

度にずれ込む可能性もあります。こうした中で、いち早く国の動向をキャッチしながら、皆

様方に情報提供しつつ、なおかつ幼稚園や認可外施設の移行調査を並行して実施していきた

いと考えております。今年度認可外施設さんには、移行調査ということで実施させていただ

きましたが、４月早々には、幼稚園さんに対し新制度施行にあたって、認定こども園への移

行についてどう考えておられるのかも含めて意見交換をしたいと考えております。 

また、当会議においては、必ずしも総論部分から検討するということではなく、いちばん

緊急を要する重要な部分（第２章、第３章）を前倒しで検討したいと考えております。 

 

議長（佐藤会長） 

 はい。ただいま事務局から総論部分から検討するのではなく、各論部分から検討していく。

また、会議については来年度、年５回を予定をしているが、場合によってはそれ以上になる

こともあるということです。よろしいでしょうか。他にございませんか。ないようですので、

（３）の次年度スケジュールについて、事務局より説明願います。 

 

事務局（荒澤室長） 

（（３）について説明） 

 

議長（佐藤会長） 

 はい。ただいま事務局よりスケジュールについて説明をいただきました。このような日程

で計画を策定するということであります。皆様方から質問等ございませんか。なければ以上

で協議を終了いたします。 
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事務局（板垣課長） 

 はい。佐藤会長どうもありがとうございました。それでは、その他ということで次回の開

催日時でございます。 

 

事務局（荒澤室長） 

 はい。次回会議でございますが、５月上旬を考えております。それで年度始めということ

で、事務局も含めてですが、委員の皆様もですが、人事異動等で入れ替わりもありますので、

改めて今一度、新制度スタートまでの流れや今回示した計画骨子案をおさらいしたいと考え

ております。ただ、時間的にもあまり余裕もありませんので、先行してやらなければならな

い部分については、議題に盛り込んで検討したいと考えております。また案内文書を送付い

たしますのでよろしくお願いいたします。（全員了承） 

 

事務局（板垣課長） 

 はい。それでは長時間にわたりありがとうございました。以上を持ちまして第３回子ど

も・子育て会議を終了いたします。 


